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研究成果の概要（和文）：　新石器時代以降の人類集団の頭蓋と四肢骨の計測値を収集し、各変数の変異の限界、なら
びに複数の変数の変異の規則性すなわち共変動性の方向、程度、限界などを客観的に見極めることが本研究の目的であ
った。
　日本列島の縄文時代から現代までの文献を約350篇、同様の時期の海外の文献を約300篇集め、多変量解析を行なった
結果、少なくとも日本列島では、古い時代の集団ほど、頭の高さが低く、大腿骨が太い、という傾向を確認した。

研究成果の概要（英文）：    It is the purpose of the present study to objectively determine the limits of 
among-group variation in each cranial and limb bone measurement as well as the regularity, i.e., the direc
tions, extents, and limits of among-group covariations between the measurements in human populations of th
e Neolithic and the succeeding periods.
    As a result, about 350 references on cranial and limb bone measurements of the Jomon period to the pre
sent for the Japanese archipelago and about 300 references of the similar ages for the other regions in th
e world were collected.  Multivariate analyses of the data collected showed that there are tendencies for 
neurocranial height to be lower and for the femoral shaft to be thicker in more ancient populations, at le
ast in the Japanese archipelago.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究計画の究極的な目的は、我々ヒトの
形態が成立していることに対しての物理的
な条件あるいはその要因を明らかにするこ
とである。これを成し遂げるには多岐にわた
る研究分野の共同作業あるいは情報交換が
必要であるが、本申請者が携わってきた形態
学の分野では、少なくとも現代人骨ならびに
過去の遺跡出土人骨の形態変異のあり方を
具体的に調査することができる。 
 形態の形成要因を探るためには遺伝子と
形態の対応関係（Kimura et al., 2009）や個
体発生過程における各種物理・化学的要因と
の関連などを直接調べる分析が必要なこと
は言うまでもないが、その形態学的形質（＝
その支配遺伝子）がなぜそのヒト集団に出現
し、固定されることになったのか、という問
題は、そのような現代人材料を使った分析の
みでは解決されえない。やはり、それらの形
質（骨に限られるが）の消長を古人骨資料で
追い、かつ、古環境要因のデータも収集して、
その関連性を調べるしかないであろう。 
 ちなみに、現代人データを使った頭示数や
鼻示数などの形態学的形質と気候要因の間
の群間相関推定の試みは、数は多くはないが、
いくつか報告されている（Beals, 1972; 
Mizoguchi, 1985; Kouchi, 1986）。しかし、
これらはあくまでも進化あるいは移住・拡散
の結果と現代の環境要因との相互関係であ
って、形質の過去の消長を反映しているもの
では必ずしもない。 
 形態学的形質の消長、すなわち、出現、固
定・持続、消失を明らかにすることを初めか
ら目的にして調査された遺跡出土人骨は寡
聞にして知らないが、様ざまな他の研究、例
えば、集団の起源、進化の道筋、移住・拡散
ルートの追跡、あるいは過去の生活復元など
の研究のために調査され、報告された古人骨
データはかなりの量にのぼる。そこで、私は、
これらのデータを再発掘し、つまり文献調査
によって集め、それを本計画のような研究に
利用しようと考えた。 
 そして、実際、これまで、骨形態の変異・
変化の仕方の傾向を知るために、古人骨を使
った頭蓋計測値の群間相関の多変量解析（溝
口、1998）や頭蓋と四肢骨の計測値の間の群
間相関の試行的推定（Mizoguchi, 2007）を
行なってきた。 
 
２．研究の目的 
 我々は、一般に、ひと目その形態を見ただ
けで、それがヒトであるか否かを識別するこ
とができる。恐らく、それは、ヒトと言われ
る動物の形態の変異に規則性と限界がある
からだろう。その規則性と限界の原因を明ら
かにすることを目指して、まずは新石器時代
以降の人類集団の頭蓋・四肢骨計測値につい
て、これ以上はヒトではあり得ない、という
各変数の変異の限界、ならびに複数の変数の
変異の規則性すなわち共変動性の方向、程度、

限界などを客観的に見極めたい。これが本研
究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 世界中の新石器時代以降の人類集団につ
いて、頭蓋・四肢骨計測値の平均値を文献調
査によって収集し、それら計測値の変異の限
界および共変動の規則性を、主成分分析法、
バリマックス回転法などを使って調べる。集
団の時代的・地理的特異性や生業形態などの
付随情報があれば、それらを考慮した分析も
行なう。ただし、集団平均値の分布は必ずし
も正規分布とは限らないので、得られた因子
負荷量などの有意性検定は、分布の形に影響
されない有意性検定法であるブートストラ
ップ法によって行なう。 
 
４．研究成果 
 本研究計画の基礎となる頭蓋と四肢骨の
計測値データが報告されている文献は、日本
列島の縄文時代から現代までのものを約 350
篇、海外（中国、東南アジア、北米、南米、
ヨーロッパなど）の主に新石器時代から現代
までのものを約 300 篇集めることができた。
これらの文献から、これまでに、アジアにお
ける縄文時代相当期から現代までの男女 
112 集団のデータを読み取り、入力を終わっ
た。なお、本研究では、高速スキャナーと手
書き数字データＯＣＲ（Optical Character 
Reader；光学式文字読取装置）を組み合わせ
て半自動的なデータ入力システムを構築し、
膨大なデータを効率的に入力した。 
 データの入力・編集は今後も続けなければ
ならないが、現時点で収集可能な、とくに日
本と中国のデータは相当充実させることが
できたという点と、遺跡出土人骨の不完全性
および異なる報告者の計測項目不一致性を
考慮すれば、以下のような分析を曲がりなり
にも行なうことができたという点で、本研究
計画の所期の目的は一応達成できたと考え
ている。 
 以下に、本プロジェクトで目指した頭蓋・
四肢骨計測値の群間相関についての試行的
な分析の結果を記す。  
 まず、人類形態学の分野では、頭蓋なら頭
蓋、歯なら歯、四肢骨なら四肢骨、と専門を
異にする研究者が多く、論文も部位ごとに書
かれることがしばしばである。つまり、全身
の骨の計測値データ（生データのみならず、
平均値だけであっても）を網羅的に出版する
ことは、遺跡出土人骨についての報告書以外
では非常に珍しい、という現実がある。した
がって、文献調査をする場合も、身体の部位
によって、データの揃い方がまるで異なるこ
とになる。 
 そのような理由のため、何年も掛かって大
量の文献を集めても、今回のような全身網羅
的な分析に使用できるデータは非常に限ら
れる。 
 ここでは、試しに、縄文時代から現代まで



の日本列島男性集団
値データから、頭蓋・四肢骨計測値間の群間
相関行列を作
る計測項目を７項目に絞っても、１４標本に
ついてしか、データを揃えることができ
った。しかし、
深い結果を得た
 まず、下の２つの図
計測項目に緯度と年代を変数として加えた
ものの主成分分析の結果で
成分（ここでは因子分析の因子と看なされて
いる）の因子負荷量を示
付いているものが統計学的に有意な因子負
荷量で
 

 
 最初の図は、古い時代の集団ほど、頭の高
さが低く
腿骨が太い傾向にあることを示してい
して、２番目の図は、北方の集団ほど、上腕
が長いことを示してい
 さらに、次の３つの図には、バリマックス
回転法によって得
ついての因子負荷量が示されてい
転という操作は、いわば、同じ変数の組につ
いての個体（本分析では集団平均）のバラツ
キを上記主成分とは別の方向から（別の条件
の下で）眺めるために行なうものなので
が、特に既知の条件等がない場合は、可能性
を探るためによく試みられ
 下の第１
脳頭蓋が低く、大腿骨が太くて長い傾向にあ
ることを示してい
関係なく、緯度が低いほど、つまり、南方の
集団ほど脳頭蓋が狭い（逆に言えば、北方の
集団ほど、脳頭蓋の幅が広い）ことを示して
いる。そして、３番目の図では、頭
幅が大きく、上腕骨と大腿骨が太い集団は古
い時代に多い傾向がある、ということが分か
る。 
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なければ、解決されないと思

いずれにせよ、以上のような相互関連が、
群間変異・変化の中に見出され

。もっとデータを蓄積し、もっと詳細
な分析を行なえば、このような変異・変化の
規則性あるいは限界を見極めることができ
るものと思われる。そうすれば
形態学的形質の形成のされ方・あり方につい
ての理解が一層深まり、我々の社会の中での、
ひいては生態系の中での振る舞い方につい
て、より妥当な指針が自ずと形
はないか、と期待される。 
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